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新
同
窓
会
長
挨
拶

千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
同
窓
会
々

員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
に

て
御
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
度

平
成
四
年
度
の
総
会
に
お
い
て
、
推
挙

さ
れ
ま
し
た
同
窓
会
々
長
の
三
代
川
で

御
座
居
ま
す
。
諸
先
輩
を
置
い
て
私
の

様
な
浅
学
非
才
で
教
育
に
は
暗
い
私
で

す
が
、
皆
様
方
の
御
協
力
で
重
任
を
勤

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一則
会
長
を

始
め
と
し
て
長
ら
く
役
職
に
御
尽
力
く

だ
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
敬
意
を

表
す
も
の
で
御
座
居
ま
す
。
思
い
お
こ

し
ま
す
と
昭
和
三
十
九
年
六
月
頃
か
と

思
い
ま
す
が
、
当
時
の
同
窓
会
長
の
伊

藤
島
村
さ
ん
と
瀬
山

一
男
先
生
が
私
の

家
を
訪
ね
て
ま
い
り
ま
し
て
、
君
も
船
高

の
卒
業
生
で
有
る
の
で
こ
れ
か
ら
同
窓

会
の
役
員
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
様

に
要
望
さ
れ
ま
し
て
以
来
三
十
年
近
く

な
り
ま
す
か
、
現
在
に
至
っ
た
わ
け
で

三
代
川
　
幹
雄

現

千

葉

県

船

橋

地

区

保

護

司

す
。
私
の
入
学
時
代
は
戦
争
中
で
学
校

の
内
容
た
る
や
精
神
、
肉
体
両
面
に
対

す
る
極
め
て
酷
し
い
訓
練
の
毎
日
で
、

現
代
の
学
生
諸
君
に
は
想
像
も

つ
か
な

い
思
い
で
し
た
。
建
物
も
木
造
校
舎
で

現
在
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
で
体

育
館
有
リ
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
も
有
り
で

申
し
訳
有
り
ま
せ
ん
。
現
船
橋
高
校
の

進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
と
云
っ
て
も
過
言

で
は
御
座
居
ま
せ
ん
。
県
下
の
進
学
校

と
し
て
の
活
躍
は
衆
知
の
通
り
で
御
座

居
ま
す
。
同
窓
会
の
伝
統
を
守
り
諸
先

輩
の
御
意
見
を
聞
き
連
絡
を
取
り
な
が

ら
同
窓
会
運
営
に
当

っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
共
会
員
の
皆
様
方
の

絶
大
な
る
御
協
力
、
御
支
援
を
賜
わ
り

ま
す
様
衷
心
よ
り
お
願
い
中
し
上
げ
ま

す
と
共
に
会
長
就
任
の
御
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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日
　
会
の
組
織
づ
く
り

現
在
の
同
窓
会
は
昭
和
二
十
二
年
会

則
第
三
条
に
則
り
、
年
々
隆
盛
に
な
っ

た
も
の
で
、
初
期
の
困
難
を
乗
り
切
っ

て
得
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
、
中

学
院
時
代
、
私
立
中
学
校
時
代
、
公
立

中
学
校

・
高
校
時
代
の
卒
業
生
を
寄
り

合
わ
せ
、
私
立
時
代
よ
り
教
職
に
あ
っ

た
亡
き
瀬
山
先
生
の
御
指
導
と
御
努
力

に
よ
り
円
満
に
本
校
同
窓
会
が
設
立
さ

れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
山
口
校
長
在
職

中
に
現
在
の
よ
う
な
会
員
中
よ
り
会
長

を
選
出
す
る
方
法
に
改
め
、
初
代
会
長

に
は
田
中
健
夫
氏
が
就
任
さ
れ
た
。
そ

れ
以
降
、
別
表
の
よ
う
に
現
在
迄
に
十

五
代
七
名
の
会
長
が
会
員
よ
り
選
出
さ

れ
、
同
窓
会
予
算
の
執
行
と
運
営
に
熱

心
に
当
た
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
よ
り

会
の
目
的
が
遂
行
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
初
代
会
長
で
あ
る
田
中
氏
の
組
織

づ
く
り
は
大
変
の

一
言
に
尽
き
る
も
の

で
あ
っ
た
。

第
二
代
会
長
伊
藤
藤
村
氏
、
第
二
代

会
長
伊
藤
幸
蔵
氏
の
事
業
推
進
へ
の
ご

尽
力
と
学
校
発
展
へ
の
寄
与
は
特
筆
す

べ
き
も
の
で
本
当
に
御
苦
労
様
と

ム
い

た
い
。
次
の
第
四
代
会
長
三
代
川
恒
次

氏
の
代
に
至
り
母
校
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
た
。
そ
の
折
に
は
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
連
携
を
と
り
、
三
者
の
協
力
に
よ
り 船

高
同
窓
会
回
想

前

同

窓

会

会

長

萩
　
原
　
　
忠

無
事
五
十
周
年
記
念
事
業
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
た
。
第
五
代
三
橋
光
会

長
の
代
に
な
る
と
、
校
舎
増
築

（現
在

の
南
館
）
、
校
庭
整
備
な
ど
学
校
の
施

設
拡
充
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
と
し
て
教

育
環
境
整
備
に
尽
く
さ
れ
た
。
ま
た
こ

の
時
は
、
創
立
七
十
周
年
に
向
け
て
の

地
味
な
努
力
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
次

の
第
六
代
森
田
廣
会
長
が
七
十
周
年
記

念
事
業
を
引
き
継
が
れ
、
記
念
行
事
及

び
式
典
の
委
員
長
と
し
て
業
績
を
挙
げ

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
事
業
が

無
事
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

何
よ
り
も
会
員

一
同
の
御
協
力
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
陰
で
支
え
ら
れ
た
会

長
の
御
尽
力
も
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た

と
推
察
す
る
。

国
　
同
窓
会
運
営
事
業

一　
会
員
名
簿
の
発
行

昭
和
三
十
年
よ
り
現
在
迄
に
三
回
刊

行
。
最
新
の
も
の
は
七
十
周
年
記
念
事

業
の

一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

一
一　
船
高
育
英
資
金
事
業

育
英
資
金
と
し
て
年
間
二
人
に
対
し

前
期

一
二
〇
〇
〇
円
、
後
期

一
八
〇
〇

〇
円
を
支
給
。
当
時
の
日
本
育
英
会
奨

学
金
と
は
ぼ
同
額
で
あ
り
、
特
に
返
済

を
義
務
付
け
し
な
か
っ
た
。

ｒ
一　
団
体
支
出
金
制
卜
）

学
校
体
育
行
事
の
補
助
及
び
関
東
大

会
以
上
の
大
会
出
場
生
徒
に
補
助
金
と

し
て
支
出
。

四
　
応
援
活
動
へ
の
援
助

体
育
ク
ラ
ブ
等
へ
の
応
援
活
動
に
対

す
る
資
金
援
助
。
そ
の
為
の
資
金
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
納
涼
歌
謡
曲

大
会
、
プ
ロ
レ
ス
興
業
及
び
し
ろ
う
と

演
芸
大
会
等
を
興
業
。

五
　
定
時
制
分
校
設
立
へ
の
協
力

昭
和
三
十
二
年
頃
、
日
本
毛
織
会
社

よ
り
定
時
制
に
登
校
し
て
い
た
生
徒
の

二
部
別
授
業
の
為
に
分
校
を
設
立
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

船
橋
市
小
栗
原
五
丁
目

（現
在
の
本
中

山
）
に
あ

っ
た
市
公
民
館
の

一
部
使
用

に
関
す
る
問
題
で
、
当
時
の
公
民
館
長

岸
慶
三
氏
の
御
協
力
に
よ
り
使
用
可
能

と
な
り
、
分
校
が
設
立
で
き
た
。

エハ
　
船
橋
定
時
制
振
興
会
発
足
へ
の
協

力時
の
船
橋
市
長
渡
辺
三
郎
氏
と
市
議

総
務
委
員
長
の
御
骨
折
り
で
年
間
二
十

万
円
の
補
助
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
と
し
て
、
四
十
五
年
か
ら
五
十
万

円
、
現
在
に
至
っ
て
は
大
橋
市
長
の
御

力
で
年
間
百
五
十
万
円
の
予
算
枠
と
な

っ
て
い
る
。

七
　
母
校
事
業

へ
の
資
金
援
助

昭
和
三
十
九
年
以
降
校
舎
増
改
築
に

際
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
、
二
次
に
わ

た
り
百
万
円
づ
つ
資
金
を
援
助
し
た
。

ま
た
、
創
立
七
十
周
年
に
当
た
っ
て
は

会
員
を
対
象
と
し
て
募
金
活
動
を
行
い

二
千
五
百
万
円
の
寄
付
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

こ
の
他
、
母
校
発
展
の
為
に
、
諸
行

事
に
対
す
る
協
力
を
同
窓
会
と
し
て
積

極
的
に
行

っ
て
来
た
こ
と
を
書
き
添
え

て
お
く
。

【
△
ム
長

】

三
代
川
幹
雄

萩
原
　
　
忠

森
田
　
　
廣

三
橋

　

光

三
代
川
恒
次

伊
藤
　
幸
蔵

伊
藤
　
島
村

田
中
　
健
夫

平
成
４
年
～
現
在

平
成
２
年
～
４
年

曜

莉

５

奪

～
平
成
２
年

昭
和
４８
年
～
５７
年

昭
和
４５
年
～
４８
年

昭
和
３９
年
～
４５
年

昭
和
３６
年
～
３９
年

昭
和
２７
年
～
３６
年

※

各
方
面
で
の
会
員
の
活
躍

ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
は
バ
レ
ー
の

白
神
守
君
、
陸
上
の
笠
島
義
之

。
松
永

一
彦
君
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
関
根

。
木
内

・
本
間
君
及
び
牧
村
君
、
野
球
で
長
島

君
。
プ
ロ
で
式
田
ｏ
日
野
君
、
平
成
二

年
に
は
幅
跳
び
、
三
段
跳
び
で
下
仁
君

の
活
躍
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。

教
育
関
係
で
は
植
草
榮
君
、
片
岡
勉

君
、
県
高
教
組
委
員
長
に
横
堀
君
、
東

大
教
授
に
大
野
君
。
母
校
の
前
の
宮
中

の
自
井
校
長
等
多
数
の
方
々
。

政
界
で
は
市
角

・
藤
代

（孝
）

・
野

田
君
等
の
県
議
、
こ
の
他
、
船
橋
市

・

習
志
野
市
に
多
数
の
市
会
議
員
が
選
出

さ
れ
て
い
る
。
近
い
将
来

（次
回
）
国

会
の
選
挙
に
は
母
校
船
橋
高
校
卒
業
の

代
議
士
が
か
な
ら
ず
出
る
と
思
う
。

よ
ま
に
記
憶
を
た
ぐ

っ
て

ι
た
が
、
も

っ
と
多
く
の
方

【
予
算

額
】

平
成
４
年

（現
在
）

昭
和
４５
年

昭
和
３５
年

八
百

一
七
万
五
千
円

（特
別
会
計
を
含
む
）

三
七
八
万
円

一
四
六
万
円

々
の
御
名
前
が
挙
が
っ
て
よ
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
多
数
の
卒
業
生
が
各
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
同

窓
会
関
係
者
に
ま
で
は
正
確
な
と
こ
ろ

が
伝
わ
っ
て
き
て
い
な
い
。
今
後
、
機

会
あ
る
ご
と
に
様
々
な
情
報
を
お
寄
せ

頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

母
校
の
志
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
諸

氏

一
同
の
御
活
躍
と
御
健
康
を
祈
念
す

る
と
共
に
、
同
窓
会
活
動
へ
の
一
層
の

御
援
助
を
心
よ
り
お
願
い
し
て
、
こ
の

拙
い
文
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
思
う
。

夕」
記 思
し い
て つ

「新春の集い」のご案内
1 日 時  平成 5年 2月 11日 (木)12時 より

2 場 所  船橋市 東 魁 楼 本 館

(船橋市本町 4丁 日36番 17号 )

TEL 0474(22)3529

3 出席なさる方は,同封の業書で 1サ111日 (月 )

までに御返送願います。

なお,参加人数が多い場合は,場所を変更す

る場合がありますので御了承下さい。
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―

あ
り
が
と
う
船
高
―
‐

校
　
長〓

一　
橋

昭
和
４３
年
４
月
、
私
は
校
歌
に
送
ら

れ
、
■
年
間
の
思
い
出
を
残
し
て
船
高

を
去

っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
６２
年
４
月
、

縁
あ

っ
て
再
び
船
高
に
戻
る
こ
と
に
な

っ
た
。
始
業
式
で
２０
年
ぶ
り
に
校
歌
を

聞
い
た
。　
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
歌
詞
の

一
部
が
変

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
生
徒
は

「輝
く
歴
史
に
轟
く
そ
の

名
」
と
歌

っ
た
が
、
私
の
覚
え
て
い
た

の
は

「
歴
史
は
浅
く
も
轟
く
そ
の
名
」

で
あ

っ
た
。
後
で
、
創
立
５０
周
年
を
機

に
改
め
た
と
い
う
こ
と
を
知

っ
た
が
、

あ
の
頃
の
卒
業
生
は
、
今
で
も
、
ク
ラ

ス
会
な
ど
で
昔
の
ま
ま
歌

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
船
高
で
の
二
度
目
の
お

勤
め
も
間
も
な
く
終
り
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
考
え
て
み
る
と
、
私
の
教

職
人
生

（
３８
年
）
の
約
半
分
が
船
高
で

の
勤
務

（１７
年
）
で
あ

っ
た
こ
と
に
な

る
。
昭
和
３２
年
、
ソ
連
の
ス
プ
ー
ト
ニ

ク

一
号
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
い
よ
い
よ

宇
宙
時
代
の
開
幕
が
告
げ
ら
れ
た
年
、

そ
れ
が
私
の
船
高
生
活
の
ス
タ
ー
ト
の

時
で
あ

っ
た
。

初
め
て
訪
れ
た
船
高
は
、
正
門
付
近

の
や
や
近
代
的
な
外
観
と
は
対
照
的
に

廊
下
の
天
丼
に
数
条
の
電
線
が
む
き
出

し
の
ま
ま
這

っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
薄
暗
い
職
員
室
は
戸
棚
や
本

箱
で
う
ず
高
い
壁
が
築
か
れ
、
そ
れ
ぞ

衛

れ
の
城
を
構
え
、
机
の
下
か
ら
覗
く
二

本
の
足
が
城
主
の
存
在
を
示
し
て
い
た
。

受
け
持
た
さ
れ
た
学
年
は
、
８
ク
ラ

ス
８
段
階
の
厳
し
い
能
力
別
編
成
を
採

っ
て
お
り
、
旧
体
質
か
ら
の
脱
皮
を
図

ろ
う
と
す
る
凄
ま
じ
い
意
欲
が
感
じ
ら

れ
た
。

海
か
ら
吹
き

つ
け
る
強
い
風
が
花
輪

ケ
丘
を
削
り
、
砂
嵐
を
巻
き
上
げ
る
。

粗
い
砂
粒
が
立
て
付
け
の
悪
い
窓
か
ら

遠
慮
な
く
舞
い
込
み
、
机
の
上
は
ざ
ら

ざ
ら
に
な
る
。
し
か
し
、
校
合
は
ば
ろ

く
て
も
、
生
徒
は
明
る
く
退
し
く
、
先

生
方
は
皆
意
欲
的
で
あ

っ
た
。
若
輩
教

師
の
私
に
と

っ
て
は
、
生
徒
や
先
生
方

か
ら
色
々
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

恵
ま
れ
た
職
場
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
二
昔
の
時
が
流
れ
、
第
二

の
母
校
と
も
言
う
べ
き
こ
の
船
高
で
教

職
の
最
後
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
の
う
え
、
創
立
７０
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
に
巡
り
会
え
た
こ
と
、
本
当

に
私
は
幸
せ
で
あ

っ
た
と
思
う
。

平
成
２
年
の
秋
深
ま
る
Ｈ
月
、
船
高

の
創
立
７０
周
年
記
念
式
典
は
盛
大
に
挙

行
さ
れ
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
校
内

緑
化

（正
門
付
近
や
中
庭
）
や
施
設
整

備

（
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
屋
内
プ
ー
ル

等
）
が
進
め
ら
れ
、
船
高
の
景
観
は
大

き
く
変

っ
た
。
新
た
な
卒
業
生
名
簿
も

刊
行
さ
れ
、
最
初
の
本
格
的
な
校
史
の

編
纂
も
始
ま
っ
た
。
そ
の
外
、
記
念
講

演
会
、
記
念
音
楽
会
、
卒
業
美
術
作
家

展
な
ど
、
船
高
７０
年
の
歴
史
を
彩
る
華

や
か
な
行
事
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
諸
事
業
の
達
成
は
、
森
田
元
会
長

さ
ん
、
小
石
事
務
局
長
さ
ん
を
中
心
と

す
る
同
窓
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
と
、
二
千
六
百
を

超
す
多
く
の
卒
業
生
の
心
の
籠
っ
た
浄

財
の
賜
物
で
あ

っ
た
。
同
窓
の
皆
さ
ん

の
物
心
両
面
に
わ
た
る
母
校
へ
の
惜
し

み
な
い
ご
援
助
に
、
改
め
て
心
か
ら
の

御
礼
を
中
し
上
げ
た
い
。

平
成
４
年
秋
、
本
校
南
館

（特
別
教

室
棟
）
の
大
規
模
改
修
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
間
も
な
く
、
グ
ラ

ン
ド
整
備

（陸
上
ト
ラ
ッ
ク
等
）
や
武

道
館
の
改
修
が
始
ま
る
。
船
高
キ
ャ
ン

パ
ス
は
ま
た
変
身
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

私
は
、
今
、
船
高
１７
年
の
回
想
に
耽

り
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
船
高
に
感
謝

し
な
が
ら
、
残
り
少
な
く
な
っ
た
日
々

を
大
切
に
送
る
毎
日
で
あ
る
。

み
つ
は
し

ま
も
る

（第
１２
代
校
長
）

ｏ
昭
和
３２
～
４３
年
　
本
校
教
諭

昭
和
６０
～
６２
年
　
千
葉
県
教
育
庁
指

導
課
長

昭
和
６２
～
平
成
４
年
　
本
校
校
長

ｏ
現
在

千
英
県
高
等
学
校
長
協
会
会
長

全
国
高
等
学
校
長
協
会
常
務
理
事

全
国
普
通
科
高
等
学
校
長
会
常
務
理

事全
国
理
数
科
高
等
学
校
長
会
理
事
長

千
葉
県
生
涯
学
習
審
議
会
委
員

千
葉
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
監
事

等

ｏ
平
成
２
年
　
千
葉
県
教
育
功
労
者
表

彰

平
成
３
年
　
教
育
者
文
部
大
臣
表
彰

校
内
職
員
紹
介

現
在
在
職
し
て
い
る
同
窓
職
員
は
全

日
制
四
名
、
定
時
制
三
名
の
計
七
名
で

あ
る
が
、
勤
務
時
間
の
関
係
も
あ
り
、

同
窓
会
関
係
の
役
員

・
事
務
局
理
事
は

全
目
制
の
次
の
職
員
で
担
当
し
て
い
る
。

小
川
信
雄
…
…
同
窓
会
事
務
局
次
長
。

社
会
科
（
日
本
史
）教
諭
、
総
務
部
。

昭
和
三
十
八
年
卒
、
卒
業
時
は
Ａ

組
、
担
任
は
浦
上
孝
夫
先
生
（英
語
）
、

因
み
に
、
二
年
時
の
担
任
も
浦
上
先

生
、　
一
年
時
は
鈴
木
末
吉
先
生

（化

学
）
担
任
。

在
学
中
は
陸
上
競
技
部
で

一
〇
〇

Ｍ
、
二
〇
〇
Ｍ
を
練
習
。
三
年
生
の

時
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
か

っ
た
が
関
東
大
会
で
敗
北
し
、
残
念

な
思
い
を
し
た
と
の
こ
と
。
勉
学
の

方
は
思
わ
し
く
な
く
、
常
に
成
績
を

上
げ
な
く
て
は
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
あ
っ
た
と
か
。

本
校
に
は
昭
和
れ
主
ハ年
に
赴
任
、

十
二
年
間
在
職
。

油
井
邦
夫
…
…
同
窓
会
副
会
長
。

理
科

（物
理
）
教
諭
、
進
路
指
導
部

三
年
Ｇ
組
担
任
。

昭
和
四
十
四
年
卒
、
卒
業
時
は
Ｃ

組
、
担
任
は
池
山
吉
彬
先
生
（国
語
）
、

二
年
時
も
Ｃ
組
で
棟
方
基
先
生

（英

語
）
担
任
、　
一
年
時
も
Ｃ
組
で
背
柳

昌
三
先
生

（数
学
）
担
任
。

三
年
の
時
、
南
館
が
完
成
し
て
重

い
荷
物
を
運
ん
で
苦
労
し
た
の
に
、

今
ま
た
大
規
模
改
修
で
引

っ
越
し
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
七
年
、
赴
任
。
十

一
年

間
在
職
。

堀
木
伸
介
…
…
同
窓
会
会
計
。

理
科

（化
学
）
教
諭
、
総
務
部
、

二
年
Ｄ
組
担
任
。

昭
和
四
十
八
年
卒
、
卒
業
時
は
Ｉ

組
、
担
任
は
宇
野
武
朗
先
生
（社
会
）

二
年
時
は
伊
東
三
郎
先
生
（物
理
）
担

任
、　
一
年
時
は
石
神
勉
先
生
（英
語
）

担
任
。

「
二
年
の
時
の
担
任
伊
東
先
生
は
年

度
途
中
に
肝
臓
病
で
入
院
し
、
三
年

に
な

っ
て
も
学
校
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
三
年

次
は
学
年
主
任
の
宇
野
先
生
が
担
任

を
し
て
Ｆ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

伊
束
先
生
は
病
気
が
治
ら
ず
、
帰
ら

ぬ
人
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
…

‥

・・・・・。
」

昭
和
五
十
七
年
、
赴
任
。
十

一
年
間

在
職
。

以
上
、
母
校
と
の
関
わ
り
を
簡
単
に

紹
介
し
た
が
、
こ
の
三
名
と
私

（湯
日

千
津

・
国
語
科
教
諭
、
本
年
度
赴
任
）

と
で
同
窓
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
。

ま
た
、
同
窓
会
活
動
に
は
、
定
時
制

に
い
る
次
の
同
窓
職
員
も
可
能
な
限
り

参
加
し
て
い
る
。

森
田
和
男
…
…
保
健
体
育
科
教
諭
、

生
活
指
導
部
、
定

一
年
Ｃ
組
担
任
。

昭
和
三
十
四
年
卒
。

竹
下
良
介
…
…
英
語
科
教
諭
、
管
理

・

厚
生
部
、
定

一
年
Ａ
組
担
任
。

昭
和
三
十
六
年
卒
。

森
弘
之
…
…
理
科

（物
理
）
教
諭
、

教
務
部
、
定
二
年
Ｃ
組
担
任
。

昭
和
五
十
四
年
卒
。

当
時
の
先
生
方
の
お
名
前
を
拝
見
し

て
、
思
わ
ず
懐
か
し
く
御
自
分
の
青
春

時
代
を
思
い
起
こ
さ
れ
た
方
も
い
ら

っ

し
ゃ
る
こ
と
と
思
う
。
母
校
の
門
は
い

つ
で
も
開
か
れ
て
い
る
。
橘
祭

。
同
窓

会
総
会

・
新
春
の
集
い
な
ど
、
気
軽
に

訪
れ
て
、
歓
談
の

一
時
を
持
た
れ
て
は

い
か
が
で
あ
ろ
う
。

オロ
こ́こしヽ



平成 4年 12月 発行 千葉県立船橋高等学校同窓会だより

平
成
四
年
度
同
窓
会
事
業
報
告

Ｔ
〕
役
員
会
に
つ
い
て

第

一
回
常
任
理
事
会
　
　
　
七
月
二
日

議
題
①
平
成
二
年
度
会
計
決
算

②
平
成
四
年
度
会
計
予
算
案

③
新
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

④
校
外
事
務
局
の
設
置
に
つ
い
て

第
二
回
常
任
理
事
会
兼
幹
事
会

七
月
二
十
五
日

議
題
①
常
任
理
事
、
新
幹
事
顔
合
わ
せ

②
第

一
回
理
事
会

③
総
会
準
備

第
二
回
常
任
理
事
会
　
十
月
二
十
八
日

議
題
①
新
常
任
理
事
の
委
嘱

②
今
後
の
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て

い
一〕
総
会
及
び
会
計
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
同
窓
会
総
会
は
例
年
通

り
、
八
月
第

一
日
曜
日

（八
月
二
日
）

に
母
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
一
階
食
堂
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は

年

一
回
の
定
例
総
会
で
あ
り
な
が
ら
、

出
席
者
が
役
員
を
含
め
て
四
十
名
足
ら

ず
で
、
淋
し
い
総
会
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
総
会
の
案
内
状
は
卒
業
し
た

年
の
卒
業
生
全
員

（全
定
）
に
発
送
し

ま
す
が
、
次
年
度
以
降
は
八
月
第

一
日

曜
日
十
時
よ
り
母
校
会
場
で
開
催
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
案
内
状
は
発
送
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
関
係
で
総
会
の
開

催
を
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
る
卒
業
生
の

皆
様
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
は
年
々
総
会
へ
の
出
席
者
が
減

少
し
、
総
会
の
開
催
自
体
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
こ
の
同
窓
会
だ
よ
り

を
お
読
み
に
な
っ
た
の
を
機
会
に
、
来

年
度
以
降
の
総
会
に
は
是
非
と
も
多
く

の
卒
業
生
の
皆
様
が
ご
出
席
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
総
会
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で

）
平
成
三
年
度
事
業
報
告
及
び
平

成
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

（事
務
局
長

小
石
　
税
）

本
校
同
窓
会
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま

し
た

「新
春
の
集
い
」
も
昨
年
度
で
第

四
回
を
迎
え
ま
し
た
。
本
会
は
卒
業
学

年
の
枠
を
越
え
た
同
窓
生
の
交
流
の
場

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
例
年
二
月
十

一

日
の
建
国
記
念
の
日
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
は
二
月
十

一

日
が
大
安
だ

っ
た
た
め
、
船
橋
市
内
の

主
な
ホ
テ
ル
等
は
予
約
が

一
杯
の
状
態

で
あ
り
会
場
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
む
な
く
二
月
十
五
日

（
日
）
に
本
校

の
卒
業
生
で
あ
り
学
年
代
表
幹
事

（高

校
第
五
回
昭
和
二
十
八
年
卒
）
で
あ
る

林
　
昇
志
氏
経
営
の
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー

ホ
テ
ル

（幕
張
メ
ッ
セ
）
に
て
実
施
致

し
ま
し
た
。
本
会
の
案
内
状
は
高
校
第

一
～
二
十
回
の
学
年
代
表
幹
事
を
通
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、　
一
部
連
絡

が
不
行
届
き
の
点
が
あ
り
、
出
席
者
が

少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
百
名
を

越
え
る
多
く
の
出
席
者
に
よ
り
盛
況
の

う
ち
に
会
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
新
春
の
集

い
を
計
画
致
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
昨
年
度
、
本
校
創
立
七
十
周
年
記

念
事
業
に
際
し
て
多
く
の
卒
業
生
の
皆

様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
記
念
事

業
は
記
念
誌
刊
行
と
懐
古
園
造
成
を
残

し
て
、
大
半
は
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
の
残
金
お

よ
そ
六
百
万
円
は
特
１
会
計
に
組
み
入

れ
、
以
後
同
窓
会
だ
　
り
発
行
費
等
と

し
て
活
用
す
る
計
画
で
し
た
が
、
昨
年

度
は
同
窓
会
事
務
局
の
不
手
際
で
同
窓

会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
、
改
め
て
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
は
是
非
と
も
同
窓
会
だ
よ
り
を

発
行
し
、
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（二
）
平
成
二
年
度
同
窓
会

一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

（表
ｌ

ｏ
４
参
照
）

（三
）
平
成
四
年
度
同
窓
会

一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

（表
２

●
３
参
照
）

（四
）
同
窓
会
新
役
員
承
認
に
つ
い
て

前
同
窓
会
会
長
、
萩
原
　
忠
氏
の
ご

勇
退
に
伴
い
、
前
同
窓
会
副
会
長
の
三

代
川
幹
雄
氏

（高
校
第

一
回
卒
）
が
新

し
く
会
長
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
新
た
に
副
会
長
と
し
て
本
校

現
職
員
で
あ
る
油
井
邦
夫
氏

（高
校
第

二
十

一
回
卒
）
が
、
ま
た
会
計
監
査
と
し

て
、
常
任
理
事
を
長
い
間
務
め
て
い
た

だ
い
た
鮎
川
昌
澄
氏
曾
同
校
第
八
回
卒
）

が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
役
員
改
選
は
同
窓
会
規
約
に

よ
る
役
員
任
期

（三
年
）
満
了
に
伴
う

も
の
で
、
常
任
理
事
及
び
事
務
局
の
改

選
に
つ
い
て
は
新
会
長
の
も
と
で
人
選

し
、
常
任
理
事
会
で
正
式
に
委
嘱
す
る

予
定
で
す
。

Ｔ
一〕
新
役
員
改
選
及
び
新
体
制
の
確

立
に
つ
い
て

常
任
理
事
の
人
選
に
あ
た
っ
て
は
創

立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
際
、
募
金
活

動
に
協
力
い
た
だ
い
た
高
校
第

一
回
～

第
二
十
回
の
各
学
年
代
表
幹
事
の
方

へ

常
任
理
事
を
依
頼
し
た
結
果
、
高
田

健
氏
を
は
じ
め
十

一
名
の
代
表
幹
事
が

心
良
く
ご
承
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
事
務
局
は
従
来
、
本

校
同
窓
職
員
を
中
心
と
す
る
事
務
局
員

に
よ
り
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

数
年
の
人
事
異
動
に
よ
り
同
窓
職
員
が

減
少
し
、
事
務
局
業
務
に
支
障
を
き
た

す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
高
校

第
十
五
回
学
年
代
表
幹
事
で
あ
る
矢
野

嘉
朗
氏
を
は
じ
め
、
船
橋
市
役
所
内
の

同
窓
職
員
に
協
力
を
依
頼
し
た
結
果
、

校
内
の
ほ
か
に
校
外
事
務
局
を
設
立
し

て
事
務
局
業
務
に
あ
た
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
以
下
ご

報
告
致
し
ま
す
。

『平
成
四
年
度
同
窓
会
役
員
』

会
長
★
三
代
川
幹
雄

（高
校
第

一
回
）

名
誉
会
長
　
一二
橋
　
衛

（現
学
校
長
）

副
会
長
　
斎
藤
和
夫

（昭
和
２０
年
卒
）

佐
藤
　
昭

（昭
和
２‐
年
卒
）

常
任
理
事
　
横
堀
正

一
（高
校
五
回
）

田
久
保
捷
三
曾
回十
二
回
）

☆
一局
田
　
健

（高
校
二
回
）

★
片
山
　
弘

（高
校
四
回
）

★
林
　
昇
志

（高
校
五
回
）

☆
花
沢
保
夫

（高
校
五
回
）

力
江
尻
成
幸

（高
校
七
回
）

☆
石
井
猛
夫

（高
校
九
回
）

☆
松
永
修
巳

（高
校
十
回
）

★
森
田
英
雄

（高
校
十
回
）

☆
野
村
公
平

（高
十

一
回
）

☆
坂
田
武
総

（高
十
二
回
）

☆
畠
山
三
郎

（高
十
四
回
）

☆
子
安
啓
司

（高
二
十
回
）

会
　
計
　
相
澤
友
夫

（高
校
十
三
回
）

会
計
監
査
☆
鮎
川
昌
澄

（高
校
八
回
）

中
村
嘉
秀

（高
校
九
回
）

顧
　
問
　
一二
橋
　
光

（昭
和
７
年
卒
）

★
萩
原
　
中
心
（昭
和
１５
年
卒
）

『同
窓
会
事
務
局
役
員
』

事
務
局
長
　
小
石
　
税

（高
校
七
回
）

副
会
長
☆
油
井
邦
夫

（高
二
十

一
回
）

事
務
局
次
長
★
矢
野
嘉
朗
全局
十
五
回
）

☆
小
川
信
雄

（高
十
五
回
）

理
　
事
☆
保
津
幸
子

（高
校
八
回
）

☆
田
久
保
賢
明

（高
十
七
回
）

☆
玉
置

一
夫

（高
校
十
八
回
）

☆
湯
目
千
津

（高
二
十

一
回
）

〈
バ　
計
　
堀
木
伸
介

（高
二
十
五
回
）

☆
印
は
新
役
員

⌒ す

特 別 会 計  (表 1)
平成 3年度 決算書    341イ月1日～4年 訓3日

①収 入 1繰 越 金 6.087.663

2利 息 124 850

3雑 収 入

合 計 6 213 283

② 支 [ Ful窓 会だより発行習 0

2 記念事業基金 0

3 睦上世界大会出場補助 200.0011

4予 備 費 0

合 計 200 000

差 引 6013283次 年度繰越

平成 4年度 予算案 (表 2)件 胡 1日～輝胡31日

①収 入 1繰 越 金 6013283

2_利 息 80 000

3

合 計 6093.283

②支 出 1 同窓会だより発行費 1.500.000

2 記念事業基金 4500000

3 予備買 93.283

4

合 計 6.093.283
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本
`F嶼

i'1-度 増減

`む

考

1 線越金 現  金 1 067 432 904 014 163418

2 金 製 l l10S l1011 1.6540011 △43.QQQ 全 A43定 SS

3 雑収入
不 tl

その他

合 計 2081`32 196301 H8418

平 成 3年 度 一 般 会 計 決 算 書

(表 4)

平 成 4年 度 一 般 会計 予 算 案

(表 3)

■)ζン入ヽ 9):`К
■又メ、の 音≦

メことし″〉ti`

財 産 目 録 帳 5)

事
務
局
か
ら

事
務
局
長

小

石
　
　
税

県
立
船
橋
高
等
学
校
七
十
周
年
記
念

式
典
も
無
事
に
終
り
、
永
く
同
窓
会
に

ご
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
萩
原
会
長
が

三
代
川
幹
雄

（高

一回
）
に
、
平
成
四

年
度
総
会
に
て
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
新

し
く
県
立
船
橋
高
校
同
窓
会

（新
制
高

校
卒
）
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
同
窓
会
の
裏
方
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
い
た
事
に
心
か
ら
感
謝
中
し

ヒ
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
三
代
川
会
長
の

元
に
同
窓
会
の
あ
り
方
を
研
究
し
同
窓

生
に
愛
さ
れ
る
同
窓
会
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
ま
で
は
入

学
時
に
在
校
生
よ
り
同
窓
費
を
い
た
だ

き
、
そ
の
入
会
費
に
て
同
窓
会
を
運
営

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
事
務
局

（本

校
卒
業
の
先
生
方
）

の
考
え
は
在
校

生
の
お
金
な
の
で
、
在
校
生
中
心
に
予

算
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
基
本
的

な
考
え
で
、
運
営
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

私
は
事
務
局
長
を
引
き
受
け
て
以
来
大

き
な
矛
盾
に
悩
ま
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
同
窓
生
の
為
に
使
用
出
来
な
い
も

の
か
、
ま
た
県
立
船
橋
高
校
の
Ｐ
Ｒ
に

使
用
出
来
な
い
も
の
か
、
私
自
身
は
同

窓
会
の
終
身
入
会
金
な
の
で
、
も
う
少

し
同
窓
会
の
考
え
を
入
れ
る
べ
き
だ
と

主
張
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
在
校
生

の
入
学
時
に
い
た
だ
く
と
言
う
大
き
な

壁
と
事
務
局
を
同
窓
の
先
生
に
お
願
い

し
て
い
る
と
い
う
立
場
を
考
え
る
と
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

先
般
の
七
十
周
年
事
業
に
お
い
て
多
く

の
卒
業
生
の
協
力
が
得
ら
れ
、
今
回
校

外
の
事
務
局
員
の
協
力
を
お
願
い
し
た

所
、
心
良
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
ま

し
た
の
で
、
組
織
を
変
更
し
、
同
窓
生

に
も
役
立

つ
同
窓
会
に
向
け
て
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

予算 決算 増 減 備 考

1 繰越企 現 企 904 014 904014 0

2 全 費 l l154 011Q 1.l1480011 △ 60110 全 115 定 19

3 ‖t収入
やI B

その他 0 0 0

合 計 1,963014 1 969 053

支 出 ク)ヽ都

本年度 11年度 地 減 備 考

1 会ヽ費
総 会 120.000 120000 0

役 員 会 100 011 100000 0

2 需要費

通 信 費 150000 450000 △ 300000

印 刷 費 50.000 200.000 △ 150000

消耗品費 20000 10 000 ワープロ消耗品

人 件
‐
費 20,000 20000 0

3 後援費

団体支出金 250 000 250 000 0

卒業記念買 120 000 100000 20.000 卒業証省人値上

育 英 金 0 0 0

組織企画費 200000 400 11111 ∠ゝ 200.000 支都助成金を含

4 交際費
会 長 20000 2001111 0

慶 弔 50.000 50 000 0

5 事務局費 100 000 100.000 0

6 予衛費 81 432 143.014 △61,582

小 計 1,281,432 1.963.014 △ 681.582

7 一般会計積立金へ線出 ※ 800000 0 800,000 積立金補充

合  計 2081.432 1,963,014 118418

予 算 決算 増 減 償F考

1 会議費
総 会 120 000 81.640 △38360

役 員 会 100.000 82.331 △17669

2 需■
`2

通 信 費 450000 219136 △ 230864 適信■1ワ ープロ

印 刷 賀 200.000 △ 161.190

41耗 1■費 10,000 △ 1.491

人 件 費 20,000 △13300

3 後曖費

団体支出金 250Ю 00 198 000 N2000

…

費 100000 99,882 △ 118 卒業証薔入れ

rf 英 金 0 0 0

組織企画費 400 000 55 000 △ 345000 支部活動費含

交際費
会 長 20,000 0 湿 0000

慶 弔 50000 44753 △ 5,241 香典、記念品他

5 J[務局費 100000 54.500 △45500 明細

'嗽
参照

予価費 143014 12360 △ 130654 貸企暉代

合 計 1963014 901.621 △ 1061.398

口両天
TttL劉 蛉 1 醐 .概  眸 度へ詢 越し  |

=般会

'Ia立
金 1.“■676+8咀 0∞ 豪 次期学校寄

"自
動車資金

自動車一台 1.m olxl マンダボンゴLC(604ガ

ヮープロ 19,000 軋乏ルポ」1981Pロ

合 計 4150.676
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「千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校

同
窓
生
よ
り

七
〇
年
史
」
の
発
刊
に
つ
い
て

母
校
職
員
、
記
念
誌
編
集
責
任
者

同
窓
会
事
務
局
次
長
客
同
校
十
五
回
）

小

川

信

雄

創
立
七
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
は
創

立
七
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て

計
画
さ
れ
た
。
校
内
の
各
教
科
か
ら
編

集
委
員
が
選
出
さ
れ
て
合
計
七
名
で
構

成
し
た
第

一
回
編
集
委
員
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
の
は

一
九
八
九

（平
成
元
）

年
十
月
九
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数

回
の
委
員
会
を
経
て
決
ま
っ
た
方
針
は

『創
立
五
十
年
誌
』
の
内
容
を
補
い
つ

つ
、
主
に
は
こ
の
二
十
年
間
の
記
録
、

動
向
を
ま
と
め
る
。
創
立
九
十
な
い
し

百
周
年
に
む
け
て
の
資

（史
）
料
の
収

集
、
整
理
に
も
こ
こ
ろ
が
け
る
よ
う
に

す
る
。
ま
た

一
九
七
〇
年
以
降
、
現
在

に
い
た
る
教
育
実
践
の
ま
と
め
と
も
な

る
よ
う
に
編
集
す
る
。
し
た
が
っ
て
た

ん
な
る

「
顕
彰
碑
」
的
な
記
念
誌
と
は

な
ら
ぬ
よ
う
注
意
し
、
歴
史
的

・
社
会

的
背
景
と
の
関
連
も
十
分
に
配
慮
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
職
員
会
議
な
ど
の
諒
承
を

経
て
内
容
と
項
目
案
が
検
討
さ
れ
た
。

内
容

・
項
目
は
創
立
か
ら

一
九
九
〇
年

に
い
た
る
ま
で
の
通
史
的
な
部
分
、
と

く
に

一
九
七
〇
年
以
降
、
九
〇
年
ま
で

の
教
科
、
分
掌
、
委
員
会
な
ど
の
教
育

実
践
活
動
の
内
容
記
述
、
そ
れ
に
生
徒

会
活
動
全
般
に
わ
た
る
部
分
な
ど
で
構

成
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
資
料
編
と

し
て
卒
業
生
数
、
詳
細
な
年
表
な
ど
を

別
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

私
自
身
は
初
任
教
員
と
し
て
本
校
定

時
制
課
程
に
赴
任
し
た

一
九
七
〇
年
に

急
拠
、

『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
の

定
時
制
部
分
の
執
筆
を
担
当
し
た
が
、

今
回
は
当
時
よ
り
定
時
制
分
の
貞
数
を

増
加
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
こ
う
し
て

約
六
〇
〇
頁
を
予
定
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

執
筆
分
担
を
決
め
、　
一
九
九

一
年
度

末
ま
で
に
は
刊
行
を
予
定
し
た
も
の
の

原
稿
集
約
が
遅
れ
た
。
九
二
年
四
月
の

編
集
委
員
会
で

一
学
期
の
早
い
う
ち
に

入
稿
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
現
在
の

予
定
で
は
遅
れ
て
も

一
九
九
二

（平
成

五
）
年
二
月
末
に
は
刊
行
予
定
が
た

っ

て
お
り
、
写
真
、
原
稿
の
初
、
二
校
が

終

っ
て
い
る
。

刊
行
の
遅
れ
は
原
稿
集
約
の
遅
れ
に

も
よ
る
が
そ
の
原
因
は
過
去
の
資
（史
）

料
が
体
系
的
に
残

っ
て
お
ら
ず
、
わ
ず

か
二
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
も
不
明
な

こ
と
が
多
く
、
写
真
な
ど
は
ま

っ
た
く

学
校
側
に
残
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
る
と
思

っ
て
い
る
。

今
後
は
同
窓
生
の
よ
り
積
極
的
な
協
力

を
得
て
記
録
保
存
と
収
集
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
今
回
の
『七
十
年
誌
』

は
い
く

つ
か
の
不
足
も
あ
ろ
う
が
、
『創

立
五
十
年
誌
』
と
あ
わ
せ
れ
ば
本
校
の

姿
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
と
こ
こ
ろ
が

け
た
。
と
く
に
進
学
校
と
し
て
の
船
高

の
成
長
過
程
は
え
が
く
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。　
一
読
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

一

五
卜
人
以
上
は
集
ま
り
ま
す
。

我
々
同
期
の
ま
と
ま
っ
て
い
る
秘
訣

は
、
年
に

一
度
集
ま
っ
て
い
る

「
三
八

会
」
と
月
に

一
度
集
ま
っ
て
い
る

「
ひ

ね
も
す
会
」
に
あ
り
ま
す
。
三
八
会
は

仲
間
が
経
営
し
て
い
る
八
千
代
の
、
お

寿
司
屋
へ
十
二
月
の
第

一
土
曜
に
声
を

か
け
合
っ
て
三
十
名
か
ら
五
十
名
程
集

ま
り
ま
す
。
こ
れ
が
基
礎
と
な
り
船
橋

で
は
船
橋
で
商
売
を
し
て
い
る
者
が
十

三
十
八
年
卒
業
の
矢
野
と
申
し
　
　
　
名
程
で
月

一
回
飲
み
会
を
開
い
て
お
り

私
達
十
五
回
生
は
、
全
同
窓
の
中
で

一　
ま
す
。
こ
れ
が

「
ひ
ね
も
す
会
」
で
す
。

番
ま
と
ま
っ
て
い
る
学
年
だ
と
自
負
し
　
こ
の
よ
う
に
何
人
か
が
い
つ
も
連
絡
を

て
お
り
ま
す
。
七
十
周
年
の
募
金
活
動
　
と
り
や
す
く
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い

で
は
金
額
に
於
て
も
、
協
力
し
て
く
れ
　
ろ
い
ろ
な
同
期
生
の
情
報
も
入
り
ま
す

た
人
数
に
於
て
も

一
番
多
か
っ
た
は
ず
　
し
、
又
、
そ
の
仲
間
で
ゴ
ル
フ
の
会
、

で
す
。
又
、
五
年
ご
と
に
行
な
っ
て
い
　
釣
り
の
会
な
ど
も
や
っ
て
お
り
ま
す
。

る
同
期
全
体
の
集
り
で
も
、
す
ぐ
に
百
　
私
は
ど
ん
な
に
落
ち
込
ん
で
い
る
時
で

た
ら
こ
の
箇
所
は
、
サ
ト
ウ
先
生
に
お

願
い
し
て
変
更
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い

け
な
い
と
苦
笑
し
た
」１１
回
久
太
校
長
の

あ
の
精
憬
で
若
々
し
い
顔
を
想
い
出
す
。

今
か
ら
四
十
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

卒
業
し
て
か
ら
は
、
母
校
か
ら
全
く
遠

の
い
て
い
た
足
が
、
同
窓
会
事
務
局
に

携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
し
ば
し
ば
通
う

う
ち
に
、
母
校
が
グ

ッ
と
身
近
か
に
感

じ
ら
れ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

毎
年
、
母
校
で
開
催
さ
れ
る
八
月
第

一
日
曜
の
同
窓
会
総
会
に
、
音
を
語
り

に
来
ま
せ
ん
か
。

高
校
十
五
回

矢

野

嘉

朗

秋
桜
の
咲
く
日
に

高
校
八
回

保

津

幸

子

昔
を
物
語
る
よ
う
に
な
る
と
、
年
を

と
っ
た
証
拠
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
が
、

や
は
り
、
懐
し
い
も
の
は
な
つ
か
し
い
。

私
が
入
学
し
た
昭
和
二
十
七
年
に
、
新

制
高
校
に
な

っ
て
か
ら
の
校
歌
が
誕
生

し
た
。
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
。
山
田
耕
作

両
先
生
の
作
詞
作
曲
で
あ
る
。
美
し
い

旋
律
と
詞
に
心
を
奪
わ
れ
た
も
の
だ

っ

た
。
正
面
玄
関
前
、
生
徒
が
立
並
ん
だ

中
で
、
山
田
先
生
は
、
杖
に
両
手
を
か

け
な
が
ら
、
穏
や
か
な
中
に
も
凛
と
し

た
顔
†
ち
で
、
曲
の
イ
メ
ー
ジ
等
を
話

さ
れ
た
。
サ
ト
ウ
先
生
は
、
や
や
横
巾

の
広
い
ど

っ
し
り
と
し
た
身
体
で
、
子

供
の
頃
か
ら
の
生
い
立
ち
等
を
、　
ユ
ー

モ
ア
た

っ
ぶ
り
に
話
さ
れ
た
。
二
番
の

詞
に

「
歴
史
は
浅
く
も
轟
く
そ
の
名

ヽ

ヽ
ヽ
」
と
あ

っ
た
の
を
、
し
ば
ら
く
し

も
仲
間
の

一
人
と

一
杯
や
れ
ば
、
本
当

に
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な

訳
で
今

つ
く
づ
く
船
高
を
出
て
良
か

っ

た
な
あ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

他
の
学
年
の
皆
様
、
ど
う
か
ま
ず
同

期
の
仲
間
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
船
高
の
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
る
第

一
歩
だ
と
思
う
の
で
す
か
…
…
。

私
の
期
も
、
も

っ
と
も

っ
と
活
発
な

活
動
を
し
て
行
く

つ
も
り
で
す
が
、
そ

の
う
ち
に
船
高
を
出
た
と
い
う
こ
と
だ

け
で
学
年
を
越
え
、
皆
様
と
良
い
お
付

き
合
い
が
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
県
内
の
千
葉
高
、
長
生
高
等
伝
統

校
に
負
け
な
い
よ
う
な
、
同
窓
会
活
動

に
し
よ
う
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

事 務 局 よ り
11)「 司窓会たより」に

載せる原稿を募集 して

います。

(2)平成 2年発行の「同

窓会名簿」の残部があ

ります。

(3)住 所等変更がありま

したら,御連絡 ドさい

上のグラウン ドよ り旧正門付近を望む
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船 橋 市 役 所 人
物
往
来

こ
の
た
び
船
橋
市
役
所
に
勤
務
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
同
窓
会
校
外
事
務

局
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
元
船
橋
市

役
所
で
活
躍
し
て
い
る
先

輩
同
窓
生
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

（氏
田
中

金
子

豊
田

青
木

金
子
岩
男
囲
管
理
部
長
圏

名
）

（役
職
名
）

（［
内
卒
業
年
度
）

聖
士
　
収
入
役
ロ

和
夫
　
固
定
資
産

評
価
員
ｍ

明
　
税
務
部

参
事
　
側

薫
　
中
央
消
防

署
副
署
長
圏

小
野
尾
靖
二

島
田
　
　
一旦

岩
井
　
照
明

小
池
　
國
雄

白
石
　
安
昭

江
尻
　
成
幸

藤
代
　
俊
夫

竹
内
　
昭
和

山
本
　
泰
司

榊
原
千
代
美

首
藤
　
　
宏

木
村
　
久
枝

神
田
　
　
進

竹
内
　
悦
寿

松
永
　
修
己

船
生
　
　
剛

森
田
　
英
雄

大
塚
　
恒
男

寺
村
　
　
健

人
見
敬

一
郎

小
川
　
博
仁

市
原
　
将
夫

女
性
担
当
室
長
　
　
田

北
消
防
署
長
　
　
　
田

厚
生
課
長
　
　
　
　
田

議
会
事
務
局
次
長
　
田

消
防
局
査
察
課
主
幹
側

社
会
教
育
部
参
事
　
側

夏
見
公
民
館
長
　
　
岡

北
図
書
館
長
　
　
　
Ⅲ

国
際
交
流
室
長
　
　
帥

情
報
管
理
課
長
　
　
岡

河
川
管
理
課
長
　
　
馴

谷
　
　
正
之

宮
永

　

稔

藤
紳

悛
縁

二
課
長
　
囲
　
瑚
馴
美

柵
認

環
境
部
参
事
　
　
　
ｍ
　
小
川
　
五
男

選
管
事
務
局
長
　
　
側
　
長
島
　
一
男

経
済
部
長
　
　
　
　
帥
　
小
川
喜
八
郎

保
健
衛
生
部
次
長
　
岡

光
風
み
ど
り
園
長
　
田
　
松
本
　
秀
男

消
防
局
指
令
課
長
　
田
　
大
橋
　
武
彦

薬
円
台
公
民
館
長
　
田

保
険
課
主
幹
　
　
　
Ⅲ
　
村
田
　
昌
夫

環
境
部
参
事
　
　
　
田

東
図
書
館
長
　
　
　
岡

社
会
体
育
課
長
　
　
閲

医
療
公
社
事
務
局
長
間

南
部
清
掃
工
場
長
　
岡

西
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
　
　
　
　
　
岡

東
部
公
民
館
長
　
　
帥

市
民
の
声
を
聞
く
課
副

参
事
　
　
　
　
　
　
帥

廃
棄
物
第

一
課
副
参
事鋤

区
画
整
理
課
主
幹
　
田

船
橋
駅
南
□
再
開
発

事
務
所
主
幹
　
　
　
囮

役

長

長

長

諭

長

理

事

長

幹

長

長

長

長

長

長

課

館

長

長

長

長

長

一
課

士

館

長

収

袖

菊

藤

習

監

大

企

企

部

屋

契

清

③

Ｏ

建

下

大

大

広

社

③

中

教

財

花

谷

大

訓

舒

美

子

寛

久

舒

洋

郎

遠

子

義

邦

隷

明

二

志

一
弘

雅

甥

治

巳

夫

行

生

時

江

潤

美

幸

弘

　

裕

美

　

一二
宏

裕

民

博

登

義

修

武

夕

安

利

富

栄

克

幹

元

敏

真

一

羽

井

山

見

妻

山

渡

藤

山

井

賀

原

津

川

岡

留

山

川

山

　

筒

山

本

原

澤

川

田

野

鳥

山

横

釣

新

三

石

伊

畠

横

加

西

嶋

早

鶴

満

吉

角

村

関

井

内

土

伊

井

吉

柴

島

同
窓
会
校
外
事
務
局

田
久
保
　
賢
　
明

（昭
和
四
十
年
卒
業
）

玉
　
置
　
一
　

夫

（昭
和
四
十

一
年
卒
業
）

習志野市役所

習志野市役所 にお勤めの同窓生の方

昭和 28

昭和 28

昭和 28

昭和 31

昭和 35

ビ召不日36

欧9下「137

昭千日37

巧召禾日37

昭和 38

昭和 39

賢η不日39

昭和 40

昭和 40

昭和 40

昭不Π41

昭和 41

昭和 41

日召禾日41

昭和 42

Hィ l下□42

昭和4
昭和 47

昭和 51

昭和 51

比」禾日53

昭和 55

昭和 30

母
片
職
員

著
者
紹
介

本
校
社
会
科
職
員

〓
一澤
信

吾

宮
武
外
骨
の
名
を
私
が
初
め
て
知
っ

た
の
は
、

８０
年
代
の
前
半
で
ま
だ
学
生

の
頃
で
あ

っ
た
。
大
学
の
側
に
あ

っ
た

友
人
の
下
宿
に
仲
間
と
た
む
ろ
し
て
は

民
俗
学
だ
の
精
神
分
析
だ
の
、
各
々
の

興
味
あ
る
分
野
の
話
題
を
持
ち
寄
っ
て
、

あ
や
し
げ
な
世
界
へ
の
好
奇
心
を
刺
激

し
あ
っ
て
い
た
毎
日
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
友
人
の

一
人
が

「
明
治
憲

法
の
発
布
当
時
に
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
を
作

っ
て
た
奴
が
い
た
ぜ
」
と
言
っ
て
持
ち

出
し
て
き
た
の
が

『宮
武
外
骨
』
と
い

う
本
で
あ
っ
た
。
名
前
か
ら
し
て
あ
や

し
げ
な
、
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
を
反
骨

反
権
力
に
生
き
た
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
行
状
は
、
ま
さ
に
過
激
に
し
て
珍

奇
と
い
う
他
は
な
く
、
大
い
に
興
味
を

そ
そ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
に
屈
す
る
こ

と
な
く
腐
敗
し
た
権
力
機
構
の
実
態
を

あ
ば
き
、
庶
民
の
利
益
を
守
る
の
が
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
本
来
の
姿
で
あ
る
と

し
な
が
ら
も
、
そ
の
過
激
で
挑
発
的
な

論
旨
を
諧
諺
と
輸
晦
に
よ

っ
て
煙
に
ま

い
て
し
ま
う
。
そ
の
や
り
方
は
、
社
会

正
義
な
る
も
の
を
大
上
段
に
掲
げ
、
声

高
に
正
論
ぶ
っ
て
ふ
り
ま
わ
す
こ
と
の

偽
善
性
に
い
い
か
げ
ん
シ
ラ
ケ
て
い
た

私
た
ち
の
世
代
に
と

っ
て
は
実
に
新
鮮

に
感
じ
ら
れ
た
。

そ
の
外
骨
の
生
涯
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を

豊
富
な
資
料
と
調
査
に
基
づ
い
て
紹
介

し
て
い
る
の
が
、
古
野
孝
雄
著

『宮
武

外
骨
』

（第
七
回
日
本
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
受
賞
作
品
）
で
、
こ
の
秋
、
河

出
文
庫
か
ら
改
訂
版
と
な
っ
て
出
版
さ

れ
た
。
著
者
の
吉
野
氏
は
外
骨
の
甥
で

あ
り
、
そ
し
て
本
校
国
語
科
の
教
員
で

も
あ
る
。
授
業
や
担
任
な
ど
の
校
務
の

傍
ら
、
資
料
の
収
集
と
執
筆
を
続
け
る

の
は
並
大
抵
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
才
能
と
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
に
は
感
服
す
べ
き
も
の
が
あ

Ｚつ
。と

も
あ
れ
、
現
職
教
員
の
中
に
か
か

る
有
名
文
士
を
擁
し
て
い
る
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
本
校
の
文
化
的
な
懐
の
深
さ

を
示
す
ひ
と

つ
の
好
例
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

1992年 9月 発行 河出文庫 580円
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団
体
成
績

　

（　
）
内
は
参
加
校
数
　
　
　
　
総
合
体
育
大
会
県
大
会

水
泳
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
Ｏ
Ｍ
　
　
２Ｆ
畠
山
、
℃
神
田

県
高
校
水
球
選
手
権
大
会
　
　
　
　
　
　
・
加
Ｍ
　
　
２
畠
山
、
κ
神
田

第
四
位

（２３
校
）　
　
　
　
　
　
　
　
・
Ｏ
Ｍ
　
　
２Ｊ
安
田

剣
道
部
男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
槍
投
げ
　
３‐
巻
野

総
合
体
育
大
会
県
大
会
　
　
　
　
　
　
　
・
走
高
跳
　
℃
嶋
倉

ベ
ス
ト
‐６

（
‐６５
校
）
　
　
　
　
　
　
　
・
４
×

‐００
Ｍ
Ｒ
　
２‐
石
和
田
、

２Ｆ

大
将
３‐
森
田
、
副
将
３Ｅ
伊
藤
ら
の
　
　
　
　
　
畠
山
、
℃
神
田
、

２Ｊ
安
田

嘲岬政認刊軒調は劉郭破スぃ】　　　．４林×珈脚禦孫御略獅グに藤

近
年
最
高
の
ベ
ス
ト
ー６
進
出
を
果
　
　
　
　
以
上
県
大
会
出
場

た
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
４
×
硼
Ｍ
Ｒ
は
走
る
度
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
男
子
　
　
　
　
　
　
次
々
と
チ
ー
ム
記
録
を
更
新
し
、

関
東
大
会
予
選
県
大
会
　
　
　
　
　
　
　
硼
Ｍ
畠
山
と
共
に
準
決
勝
進
出
の

ベ
ス
ト
‐６

（
‐４０
校
）　
　
　
　
　
　
　
快
挙
を
遂
げ
た
。

野
球
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硬
式
庭
球
部

春
季
県
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
大
会
県
大
会

ベ
ス
ト
‐６

（
‐７６
校
）　
　
　
　
　
　
　
　
３Ｄ
田
中
、

３‐
鈴
木
組
ベ
ス
ト
３２

夏
の
甲
子
園
予
選
に
お
け
る
Ｃ
シ
　
　
　
　
３Ｂ
重
松
、
訟
黒
田
組
ベ
ス
ト
６４

１
ド
を
獲
得
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
軟
式
庭
球
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
　
　
　
　
　
関
東
大
会
予
選
県
大
会

関
東
大
会
予
選
県
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
の
丸
次
、

３Ｅ
赤
須
組
ベ
ス
ト
６４

ベ
ス
ト
３２

（
‐９４
校
）　
　
　
　
　
　
　
　
田
岡
田
、

３Ｄ
鈴
木
組
２
回
戦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
　
　
　
　
　
卓
球
部

関
東
大
会
予
選
県
大
会
　
　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
大
会
県
大
会
出
場

ベ
ス
ト
３２

（
‐８‐
校
）　
　
　
　
　
　
　
　
３Ｆ
牛
島
、

２Ｊ
村
上

軟
式
庭
球
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
体
操
部

関
東
大
会
予
選
県
大
会
　
　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
大
会
県
大
会
出
場

ベ
ス
ト
３２

（
‐６０
校
）　
　
　
　
　
　
　
　
鍛
濱
田

硬
式
庭
球
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
立
高
校
圧
倒
的
優
位
の
新
体
操

総
合
体
育
大
会
県
大
会
　
　
　
　
　
　
　
で
の
県
大
会
出
場
は
、
大
健
闘
と

男
子
　
ベ
ス
ト
３２

（
‐３０
校
）
　

　

　

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

女
子
　
県
大
会
出
場

ど
の
部
も
日
々
、
厳
し
い
練
習
に
励
ん

個
人
成
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
い
ま
す
。
今
後

一
目
の
活
躍
が
期
待

陸
上
競
技
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

．

報 告

同
窓
会
組
織
運
営
に

つ
い
て
思
う
こ
と

副
会
長

油

井

邦

夫

二
年
前
は
、
母
校
創
立
七
十
周
年
記

念
行
事
の
年
で
し
た
。
そ
の
節
は
、
同

窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
母
校
に
対
す

る
暖
か
い
御
支
援
、
御
助
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
時
、
会
計
の
担
当
者
と
し
て
、
お
礼

中
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
再
び
、
母
校
と
の
つ
な
が
り
が

出
来
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
今
年
は
、
七
十
周
年
記
念
事

業
完
了
の
年
と
し
て
、

「
記
念
誌
」
、

「懐
古
園
」
の
完
成
を
待
ち
望
ん
で
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
後
も
末
永
く
、

母
校
と
お

つ
き
あ
い
な
さ
れ
る
こ
と
を
、

お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、

「
同
窓
会
だ
よ
り
」
第

四
号
が
、
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
当
初
、

六
貞
の
予
定
で
し
た
が
、
役
員

。
理
事

改
選
等
、
頁
数
が
八
頁
に
増
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
発
送
は
、
約
二
千
六
百
人

の
方
に
、
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。
事

務
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
だ
け

多
く
の
方
と
お

つ
き
あ
い
で
き
る
と
思

う
と
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

七
十
周
年
以
前
、
同
窓
会
事
務
局
と

連
絡
の
と
れ
る
同
窓
会
員
は
、
た
か
だ

か
百
名
程
度
で
し
た
。
七
十
周
年
記
念

事
業
の
資
金
提
供
を
お
願
い
す
べ
く
、

全
会
員
に
呼
び
か
け
、と
同
校

一
回
か
ら
、

二
十
回
ま
で
は
、
学
年
毎
で
集
め
、
本

部

（学
校
）
か
ら
も
約
六
千
通
通
知
を

郵
送
し
ま
し
た
。
事
務
的
な
作
業
は
、

す
べ
て
本
校
同
窓
職
員
数
名
で
お
こ
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
、
会
計
、

芳
名
簿
の
作
成
等
、
七
十
周
年
記
念
事

業
の
細
部
に
わ
た
る
ま
で
、
本
校
同
窓

職
員
で
、
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
よ
う
な
同
窓
職
員
に
よ
る
同

窓
会
運
営
は
、
そ
ろ
そ
ろ
、
限
界
に
な

ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
十
六
百
人

と
い
う
と
、
本
校
生
徒
、
一
一校
分
で
す
。

組
織
は
、
拡
大
す
る
の
は
良
い
の
で

す
が
、
そ
れ
を
と
り
ま
と
め
る
中
枢
が

確
立
し
て
い
な
い
と
、
空
中
分
解
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
校
内
事
務

局
員
は
、
確
実
に
減
少
し
ま
す
。
千
葉

県
の
教
育
公
務
員
の
場
合
、
同

一
校
に
、

十
年
以
上
勤
務
す
る
者
は
、
人
事
異
動

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
七

十
周
年
記
念
以
前
、
母
校
同
窓
職
員
の

中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
坂
田
先
生
や
七

十
周
年
記
念
式
典
挙
行
の
時
の
増
田
先

生
も
異
動
対
象
者
と
し
て
転
勤
さ
れ
、

現
在
本
校
に
は
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
全

日
制
同
窓
職
員
四
人
の
う
ち
、
二
人
ま

で
が
、
十
年
以
上
本
校
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

よ
り
、
校
外
に
事
務
局
が
、
設
立
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

資
金
面
に
お
い
て
も
、
七
十
周
年
以

前
は
、
現
役
高
校
生
か
ら
の

一
人
あ
た

り
二
千
円
、
計
約
百
万
円
が
、
収
入
の

す
べ
て
で
し
た
。
し
か
し
、
七
十
周
年

記
念
事
業
で
は
、
同
窓
諸
氏
の
暖
か
い

志
し
で
も

っ
て
、
母
校
に
報
い
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
残
金
で
、
何
回

か
は
、
皆
様
方
に
、
「
同
窓
会
だ
よ
り
」

を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ

う
。　
一
回
発
行
す
る
の
に
、
百
数
十
万

円
は
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
労
力

は
、
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
今
、
資
金
が

残
っ
て
い
る
う
ち
に
、
対
処
し
て
お
か

な
い
と
七
十
周
年
記
念
以
前
の
よ
う
に
、

同
窓
会
の
運
営
が
ほ
そ
ば
そ
と
し
た
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
八
十
周
年

は
、
お
こ
な
う
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
来
る
べ
き
記
念
事
業
に
向
け
て
、

そ
し
て
、
船
高
に
縁
を
持

っ
た
の
で
す

か
ら
、
お
■
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
ま

し
ょ
う
。　
　
い
方
の
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

こ
れ
だ
け
大
き
く
組
織
が
拡
大
し
て
く

る
と
、
同
窓
会
組
織
運
営
は
、
い
か
に

あ
る
べ
き
か
議
論
す
る
必
要
に
な

っ
て

き
ま
す
。
他
校
の
例
も
調
査
し
て
み
ま

し
た
の
で
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
資
金
面
に
お
い
て
は
、
卒
業

さ
れ
た
同
窓
生
か
ら
賛
助
会
員
と
し
て
、

会
費
制
に
し
て
い
る
学
校
が
多
い
。
組

織
と
し
て
は
、
中
央
組
織
、
支
部
組
織

を
確
立
し
て
い
る
。
名
簿
管
理
、
印
刷

発
送
業
務
を
、
業
者
委
託
し
て
い
る
学

校
が
あ
る
。
繁
雑
な
事
務
的
な
処
理
等

専
門
に
お
こ
な

っ
て
く
れ
る
人
を
雇

っ

て
い
る
。
年
功
序
列
的
組
織
、
懐
古
趣

味
的
同
窓
会
経
営
を
お
こ
な

っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
組
織
が
、
選
挙
等
政

治
に
悪
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
、
等

等
で
す
。

今
年
度
は
、
同
窓
会
会
長
を
は
じ
め

と
し
て
役
員
人
事
が

一
新
さ
れ
、
七
十

周
年
記
念
事
業
寄
付
金
集
め
の
学
年
代

表
の
方
に
常
任
理
事
を
お
願
い
し
、
役

員
の
人
数
も
増
え
ま
し
た
。
七
十
周
年

記
念
事
業
か
ら
の
組
織
の
拡
大

・
活
性

化
は
、
事
務
局
長
の
小
石
税
氏
の
御
尽

力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
わ
け
で
す
。

篤
く
御
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
母
校
同
窓
会
組
織
運
営
に

つ
い
て
、
関
心
を
も

っ
て
く
だ
さ
る
方

は
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
ド
さ
い
。
そ
し

て
、
毎
年
八
月
第

一
日
曜
日
に
、
行
わ

れ
る
総
会
に
御
出
席
さ
れ
、
御
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
自
分
な
い
し
は
お
知
合
い
の
方

で
、
名
簿
管
理
等
委
託
で
き
る
方
を
ご

存
じ
な
ら
ば
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
皆

様
に
、
満
足
さ
れ
る
よ
う
な
よ
り
近
代

的
な
同
窓
会
運
営
を
目
指
し
て
頑
張
る

所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


